
種別 研究課題 研究代表者 共同研究者

1 重点 デジタル化による人体模型の学内共有システムの開発 渡辺定博 石原逸子・二木啓・藤井ひろみ・片山修

2 臨床
看護師のプレパレーションを病棟に定着させる教育的試行
－小手術を受ける子どもに焦点をあてて－

内正子
丸山浩枝

二宮啓子・山本陽子・安川知里・石川愛・佐伯和美・
佐野恵・舟木由香・藤森瑞穂

3 臨床
有床助産所における妊婦健診の実態
－「触れるケア」に注目して－

藤井ひろみ
谷神千賀

大内久子・中野純子・近藤千恵・秋津奈緒子・小城知
美・奥山葉子・有本梨花・嶋澤恭子・高田昌代

4 臨床
脳血管造影検査後の安静臥床に伴う腰背部痛および精神的ストレスに対する
ヘッドアップ介入の効果

合原捺美
西浦郁絵

小林由香・松川咲子・奥山拓矢・牛尾香・村中幸子・
岸本芽久美・足立秀光・今村博敏・浅井克則・江川幸
二・平尾明美・船木淳

5 臨床
オストメイトへのストーマ外来における看護支援と社会資源活用によるセルフケア
自立状況について

平尾明美
植村ひろみ

竹内博美・岡田由有子・江川幸二・合原捺美・船木淳

6 臨床
急性期病院の病棟看護師が行う退院支援における現状と課題
－がん、非がん、認知症の相違に焦点をあてて－

池田清子
早川悦子

河村麻佐子・奈良啓子・丹生淳子・黒澤佳代子

7 臨床
こころの病をもつ人と訪問看護師の相互の”頑張り”
～地域生活を維持するために～

中島友美
太田由美

安藤幸子・山岡由実・栗原睦美

8 臨床 治療方針の意思決定においてがん患者が体験する医療者とのコミュニケーション
井口悦子

濱田麻美子
鈴木志津枝・高山良子・梅田節子・佐藤杏子

9 一般 地域住民参加型看護教育が地域住民に及ぼす効果の検討 高田昌代 池田清子・岩本里織・澁谷幸・玉田雅美

10 一般 患者の倫理問題の実態把握に必要な看護師のスキルとは何か 石原逸子
長尾幸恵・梅田節子・松葉祥一・川上由香・玉田雅
美・藤原桜

11 一般
トリクロサン（抗菌剤）によるラット初代培養肝細胞に対する細胞死
～健康リスク評価の基礎的データを探って～

丹野恵一 二木啓・片山修

12 一般 産後４ヶ月の育児期女性にみられる腱鞘炎に影響を及ぼす要因の検討 奥山葉子
藤井ひろみ・有本梨花・谷川裕子・高田昌代・笠松隆
洋・吉岡隆之・小野玲・澤龍一

13 一般 母親の睡眠を中心とした生活状況とメンタルヘルスとの関連 有本梨花
奥山葉子・谷川裕子・嶋澤恭子・高田昌代・植本雅
治・早瀬麻子

14 一般 地域につなぐ「もの忘れ看護相談」のあり方の検討 坪井桂子 沼本教子・清水昌美・鈴木千枝・小倉弥生
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